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rfil 巾より Progesterone (以下 Prog. と断)そのものを化学的に定電せんとする試みはEdgar (1953) , 
Zander (1954) , Hinsberg (1956) , Sommerville (1958) 咋の努力によって漸くその曙光が見出される様
になった。生体での Prog. 代謝についての研究手段としては版巾に排出きれる終末代謝産物である pre­
gnanediol (以下 PG と略)の測定法が現在多く用いられ， Venning (1936) 以来幾多の業績が報告さ
れている。然し血中 PG 測定については column chromatography を用いた Sommervi1le (1958) の報
告があるに過ぎない。 Prog. 分泌の態度を窺わんには，資料を比較的簡易に求め得る尿中の PG 排油量
の消長を指標として比較検討するのが適当であるが，時々刻々の Prog. 代謝の推移を正確に追究するに
は，極めて微量の血中 Prog. の化学的定量法と共に血中 PG 定量法の出現が望ましいq
著者は， Bongiovanni (1958) が paper chromatography を尿中 PG 定量法に応用し分離と|司定を可
能にした事に着目し，本法を微量の血中 PG 測定に導入せんとして種々検索を試みたっ
研究万法
まず paper chromatography による Bongiovanni の尿中 PG 測定法の変法について吟味し，次いで本
法を用いて血中 PG 測定の可能性について検討した。
1.尿中 PG測定法;従来の column chromatography 法 (Guterman-W atteville-Stimmel 氏変法)の分
離精製手段以降を paper chromatography (Bongiovanni 法)に換え， paper chromatography の PG
分離能，回収成績を検討し，本法による月経周期並びに妊娠についての測定値を， column chromatograｭ
phy 法によるそれと比較した。
2. 血中 PG 測定法;
1) 血衆10mt の塩酸加水分解
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2) アルカリ添加後 ether : methylene chloride (4 1 )抽出
3) 70% methanol と n-hexane による分配
4) paper chromatography による精製分離(isooctane: toluene/methanol: water系， 22 土 2 0C ， 2 時間
半展開) , 
5) methanol 溶出
6) silica-gel chromatography による精製
7) 硫酸反応( 1 )硫酸溶液吸光度測定 (Allen の補正式を適用) , (n)蛍光測定，
上記測定法の回収試験を検討し， Prog. 静注家兎，妊婦に応用し，且妊婦血中 PG の同定を行った。
研究成績
A) 尿中 PG 測定法について
1) 本法に採用した paper chromatography では PG はRf 0.55 の mobility を示し" 13コの他の ste­
roid (主に Prog. 代謝径路に属するもの)とは明らかに分離する事が出来た。
2) 男性尿に添加した20--100rの範囲の PG に対しては72.7%以上の回収率を得た。
3) 妊婦の尿中 PG 測定値は 4.7--64. 4mg/ day であったD 叉， column chrömatography と同時に測
定した例では略々一致した成績を得た口
4) 正常婦人の卵胞期の尿中 PG 測定値は 844r/day 以下，黄体期で、は1280--2800r/ day であり，その
PG 同定は paper chromatography 並びに硫酸溶液吸収スペクトノレに拠った臼
B) 血中 PG 測定法について
( 1 )硫酸溶液吸光度測定法による成績
1) 男性血棄に標準 PG10--80r 添加したものでは60--115%の回収率を得た。
2) 去勢家兎に Prog.60mg を静注した例では，直後より 15分後に至る迄， PG 濃度(0 . 3'"1 .1r / ml
plasma) の上昇が認められた。
3) 妊娠後半期婦人では10例中 8 例に於いて 0.35--1. 55r / ml. plasma の血中濃度を認める事が出来た。
( n )蛍光測定法による成績
1) 男性血楽に標準 PG5 ， 10 , 20rを添加した回収試験では62--108%の成績を得た。
2) 妊娠前半期の血中 PG は 0.16--0.88r/ml.plasma，後半期では 0.45--1.28r/ml.plasma の値を示
した。
(m) 本法による血中 PG 同定は paper chromatography，並びにイオン交換樹脂 column chromatogｭ
:raphy 溶出曲線に拠り完結する事が出来た。
総
血中 PG 測定に際して従来の column chromatography に代り paper chromatography を応用した一
方法を提示し，本法によって血中 PG 定量の可能なる事を実証した。尚本測定法による血中 PG 測定成
績は妊娠前半期 0.16--0.88r /ml.plasma，後半期o.45--1. 28 r / ml.plasma，である。本法の同定は pap­




血中 progesterone (以下 Prog. 主略す)の化学的定量については Edgar (1953)以来の諸家の試みに
よって漸くその曙光が見出される様になったが血中 pregnanediol (以下 PG と略す)測定に関しては
column chromatography を用いた Sommerville (1958) の報告があるに過ぎな~'0 
Prog. 分泌の態度を窺うためには，従来通り尿中 PG の総排油量の消長を指標として比較検討するの
が適当であるが，更に進んで時々刻々の Prog. 代謝の推移を追究するには極めて微量の血中 Prog. の化
学的定量法と共に適切なる血中 PG 定量法の出現が期待される。
著者は， Bongiovanni (1958) が paper chromatography を尿中 PG 定量法に応用し分離と同定を可
能にした事に着目し，本法を微量の血中 PG 定量法に導入せんとして種々検索を試みている。
まず第 1 編に於いて従来の column chromatography 法 (Guteman-Watteville-Stimmel 氏変法)の分
離精製手段以降を，前記 paper chromatography (Bongiovanni 法)に換え， paper chromatography の
PG 分離能，回収成績を検討し，本法による月経周期並びに妊娠についての測定値を column chromatoｭ
graphy 法によるそれと比較して略々満足すべき成果を挙げ得たので，更に第 2 編に於いて Sommerville
の抽出手技に加えて Caspi 等の70% methanol と n-hexane による分配を用い，以後の分離精製過程に
前編で検討した paper chromatography を配して血中 PG の測定を企図しているつ尚，著者は硫酸溶液
吸光度測定による定量( 1 )に加えて蛍光測定法(n )をも併せ検討し，
( 1 )法に於いて
1) 男性血祭に標準 PG10--80r 添加したものでは60--115%の凶収率を得。
2) 去勢家兎に Prog.60mg を静注した例では，百後より 15分後に至る迄 PG 濃度 (0.3--1. 1γIml. plas 
ma) の上昇する事を認めた。
3) 妊娠後半期婦人では， 10例中 8 例に於いて 0.35-- 1.55r 1m!. の血中濃度を認めた。
( n )法に於いて
1) 男性血棄に標準 PG 5 , 10 , 20rを添加した凪収試験では62--1089訴の成績を得q
2) 妊娠後半期の血中 PG は ， 0.16--0.88rlml. plasma，後半期では ， 0.45--1.28rlm!. plasma である
事を認めた。
而して著者は，本法による血中 PG の同定を paper chromatography，並びにイオン交換樹脂 column
chromatography 溶出曲線によって確めている。
以ーと総括すると，著者は血中 PG 測定に際して従来の column chromatography に代って， paper chｭ
romatogrphy を応用した一方法を提示し，本法によって血中 PG 量測定の可能であるととを実証した。
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